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運送・産廃グループが展示会出展支援に本格参入 造作物の提案か

ら撤去後の処分・保管まで、グループで一貫対応 

〜展示会主催会社出身と、物流・廃棄物の現場力を組み合わせたワンストップ支援を開始〜 

運送業・産業廃棄物業・倉庫業を営むサキュレグループの関連会社、株式会社スリジエ（本

社：東京都大田区、代表取締役：宇都宮基行）は、展示会出展支援サービスを本格展開し、サ

ービスサイト（https://surijie.co.jp/）を公開しました。主催会社出身メンバーの知見と、グル

ープの運搬・処分・保管の機能を組み合わせ、造作物の提案から会期後の後片付けまでを一貫

して引き受けます。 

背景：出展企業が抱える「準備」と「後片付け」の課題 

展示会は有力な営業の場である一方、中小企業では申請書類や装飾の手配、当日の人手の確保

などの負担が大きく、成果も安定しにくいのが実情です。さらに会期後の造作物は一度きりで

廃棄され、出展のたびに作り直されることも少なくありません。廃棄物と制作費用は、環境

面・コスト面の両方で課題となっています。 

展示会の「始まりから後片付けまで」を一貫支援 

1. 造作物の提案：繰り返し使えることも視野に入れたブースの企画及び提案 

2. 事前のリード獲得支援：申請代行、出展戦略の構築、事前集客 

3. 前日施工：搬入・施工のお手伝い 

4. 当日ブース支援：オペレーション設計、スタッフ派遣、来場者対応 

5. 撤去後の回収・処分：許可を持つグループ会社が適正に処理 

6. 倉庫での保管：次回以降の出展で再利用 

不要となった造作物は、産業廃棄物の収集運搬業・処分業の許可を持つグループ会社の株式会

社サキュレ及び KC サキュレ株式会社が、回収から処分まで法令に沿って対応します。繰り返

し使える造作物はグループの倉庫で保管し、再利用できます。「作って、捨てる」展示会から

「保管して、繰り返し使う」展示会へ。環境とコストの両面に配慮した出展を支援します。 

スリジエの強み 

主催会社出身のプロ：展示会主催会社で出展コンサルタントを務め、300 件以上の出展を担当

したメンバーが在籍。 

グループ内で完結：運搬・処分・保管を外部に頼らず対応でき、出展企業の窓口は一つで済み

ます。 
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数字に表れる成果：2026 年 5 月の大阪の展示会では、スタッフ 1 人で約 300 件のリードを獲

得し、前年度の総リード数を上回りました。 

代表・宇都宮基行について 

東京都・川崎市で運送業・産業廃棄物業を営む

サキュレグループの代表取締役として、自治体

のごみ収集を含む現場の経営を担う。中小企業

診断士、大学院（MBA）講師。以前はゲーミフ

ィケーションを活用した研修企業の代表を務

め、自らも経営者として数十回の展示会に出展

してきた。「出展する側の苦労」と「片付ける

側の現場」の両方を知る経営者として、本事業

を立ち上げた。 

代表コメント 

準備の大変さと、会期後に大量の造作物が捨てられていく光景は、出展者としてずっと気に

なっていたことです。「運ぶ」「片付ける」「預かる」という私たちの現場力を展示会で生

かせば、出展企業の負担も環境への負荷も減らせると考えました。運送業や廃棄物業は、企

業の挑戦を裏側から支える仕事です。業界の価値と可能性を多くの方に知っていただき、一

緒に新しい領域をつくる仲間も増やしていきたいと考えています。 

会社概要 

株式会社スリジエ 本社：東京都大田区仲池上 1-24-7（新宿オフィス：新宿区西新宿 7-7-7 407） 

代表取締役：宇都宮基行／展示会出展支援、コンサルティング／

https://surijie.co.jp/ 

サキュレグループ

（株式会社サキュ

レ、株式会社 KC

サキュレ） 

所在地：東京都大田区仲池上 1-24-7 

代表取締役：宇都宮基行 

業種：一般貨物自動車運送、産業廃棄物収集運搬・処分、一般廃棄物収集運搬、

倉庫業 

本件に関するお問い合わせ 

株式会社スリジエ 広報担当：金子 龍 

メール：info@surijie.co.jp 電話：080-6680-7892 


